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2025 年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績の差異及び 

2025 年３月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

2024 年５月 14 日に公表いたしました 2025 年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想と本日公表の実績
に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
また、最近の業績動向を踏まえ、2025 年３月期通期連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、

併せてお知らせいたします。 

記 

 

1. 2025 年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績の差異（2024 年４月１日～2024 年９月 30 日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

17,500 

百万円 

520 

百万円 

550 

百万円 

340 

円 銭 

74.31 

今回発表実績（Ｂ） 17,259 336 385 250 54.81 

増減額（Ｂ－Ａ） △240 △183 △164 △89 － 

増減率（％） △1.4 △35.2 △29.8 △26.2 － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2024 年３月期第２四半期） 
16,079 462 532 355 77.75 

 
2. 2025 年３月期通期連結業績予想の修正（2024 年４月１日～2025 年３月 31 日） 

 
3. 差異及び修正の理由 

  当第２四半期（中間期）につきましては、売上高は、出荷数量が想定を下回ったものの、原材料価格の
上昇分を販売価格に一部転嫁したことにより販売単価が上昇したため、前回予想並みの水準となりました。 
一方、利益面につきましては、原材料調達価格の高騰に対して、販売価格の是正や、効率的な原材料購

入の推進及び新規需要の開拓に努めましたが、円安による原材料価格や運送費の上昇等があり、営業利益、
経常利益、親会社株主に帰属する中間純利益、いずれも前回予想を下回る結果となりました。 

  通期の連結業績予想につきましては、当第２四半期（中間期）の実績を踏まえ、営業利益、経常利益、
親会社株主に帰属する当期純利益について、前回予想から修正いたしました。 

 
※ 上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は今後様々な要因によって本資料の予想と異なる可能性があります。 
以上 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

35,000 

百万円 

1,050 

百万円 

1,100 

百万円 

680 

円 銭 

148.63 

今回修正予想（Ｂ） 35,000 850 930 580 126.77 

増減額（Ｂ－Ａ） 0 △200 △170 △100 － 

増減率（％） 0.0 △19.0 △15.5 △14.7 － 

（ご参考）前期実績 

（2024 年３月期） 
32,461 825 939 627 137.09 


